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令和 8年度発達科学研究教育奨励賞 

（Center of Developmental Education and Research Award ） 

―募集要項―  

 

１．助成の対象となる研究 

１）「幼少期の子どもの可能性を引き出し、心身の調和のとれた発達をはかる」をテーマと 

する特色ある研究。 

２）日本国内の研究機関に所属する研究者が一人で、または数人で共同して行う研究。 

３）助成対象研究期間は原則 2026年 9月（受賞）～ 2027年 11月（最終論文提出）。 

 

２．応募資格 

１）日本国内の大学その他の研究機関に所属する若手研究者（2026 年４月１日現在４０歳

以下、准教授以下）またグループでの研究の場合、全員が４０歳以下、准教授以下。 

  なお応募には、所属する機関の代表者または指導教官の推薦が必要です。 

２）過去に本財団より研究助成を受けた方は、再応募できません。 

３）既に他の機関より同一研究課題（テーマ）で研究助成を受けた方は応募できません。 

 

３．助成金の額 

１）１件あたり５０万円を限度とします。 

 

４．応募書類 

１）応募者は、以下の２点の書類を応募フォーム上で提出してください。 

書式は定められておりますので、HPよりダウンロードしてください。 

① 研究計画書 

     研究計画書の幅は拡大しないでください。（上下のスペースは拡大可） 

     記載漏れがある場合、審査の対象外となることがありますので、特に注意して 

ください。 

② 推薦状 

推薦者の氏名は、直筆で記入した上でスキャンデータを提出してください。 

  ※提出の際は①②ともに PDF形式にしてください。 

 

５．応募上の注意事項 

１）人権への配慮を要する研究で、所属機関の倫理委員会等の承認が必要な場合には、 

承認を得てから応募してください。研究計画書の倫理委員会等の承認欄（承認取得・ 

申請中・申請準備中・その他）にご記入ください。 

２）助成金の振込みは応募者（応募者が複数の場合は代表者）が指定する個人名義の 



2 

 

銀行口座宛てに行います。所属機関あてに振込みを行うことも可能ですが、その場合、 

所属機関の運営管理に必要な一般管理費等の徴収は認めていません。 

３）応募のため本財団に提出された書類や資料は、返却いたしません。 

４）研究計画書に虚偽の記載があることが判明した場合には、審査の対象外とし、受賞 

決定後であっても受賞を取り消し、助成金の返還を求める場合があります。 

５）受賞者に選出された場合、研究論文（中間論文、最終論文の２回）を提出 

していただくことになります（８．受賞者の義務 参照）。 

その論文に関する下記の注意事項を確認の上、応募してください。 

① 研究内容は新規性、独自性のある研究成果であることを要し、これまで他の研究会、

出版物による発表、刊行などの公開がなかったものであること。また以後、他の機

関ないし他の出版物での発表等をする場合には、本財団の承諾を得てください。 

② 共同研究者ないしは執筆に際して同等の貢献者に対して本論文発表の承諾が得ら

れること。 

③ 論文の記載内容においては、個人情報保護法をはじめとする各種法令や適用される

基準・規則に則り、また社会通念に照らして将来問題が生じないようにすること。 

④ 上記のいずれかに違反した場合は受賞を取り消し、助成金の返還を求める場合があ

ります。 

 

６．募集期間 

１）募集期間・・・４月１日（水）～5月 31日（日）必着 

２）受付方法・・・応募書類を HP上の応募フォームより提出してください。 

      フォーム送信後、自動で返信メールが届きます。 

      その後、事務局より正式に受領した旨をメールでご連絡いたします。 

      ※2～3営業日以内にメールが来ない場合は、下記までお問い合わせください。 

          (公財)発達科学研究教育センター TEL. 0797-91-2103 

 

７．助成の決定と通知 

１）審査は本財団が委嘱する学術経験者数名から成る選考委員会にて厳正に 

行われます。 

２）審査の結果は 9月初旬頃※に応募者（代表者）に直接連絡します。（電話又は郵送） 

  9月下旬頃に受賞者の一覧をホームページに掲載予定です。 

  ※審査の過程で前後する場合があります。 

３）受賞者に対しては、研究助成金を 10月末日頃に指定口座に振込みます。 
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８．受賞者の義務  

１）受賞者は、本財団との間で「確認書」及び「誓約書」を締結し、これにより、 

下記 ① ② ③ の義務を負っていただきます。 

①  中間報告、最終報告を論文として、本財団が刊行する紀要「発達研究」に 

発表していただきます。（５．応募上の注意事項 ５）参照） 

②  最終論文提出後に、本財団が主催するポスターセッションにて発表して 

    いただきます。 

③  助成金の使途を記載した経理報告書を、領収書を付して提出していただきます。 

なお、助成金は、助成の対象となる研究（応募時の研究計画書に記載された研究） 

（４．応募書類 １）① 参照）を完成させるために必要な費目にのみ使用する 

ものとし、次の経費は認められません。 

（１）研究者の人件費、生活費、授業料等（私的流用は認めません） 

（２）所属機関の運営管理に必要な一般管理費（所謂オーバーヘッド） 

（３）海外出張旅費 

  ④ 助成金使用期間は原則 2026年 9月（受賞）～ 2027年 11月（最終論文提出）。 

 

費目の分類は、次表の分類にしたがってください。 

費  目 内      容 

設備備品費 研究の完成に必要な設備備品（助成金総額の４０％以下とする） 

諸謝金 

 

 

外部からの助言、協力に対する謝金 

研究補助作業者に対する謝金（調査者、運転手、データ入力等の 

  臨時作業者） 

旅費 研究のための出張（調査、会議出席等）に伴う交通費、宿泊費 

消耗品費 研究に必要な事務用品、その他の消耗品 

その他 

  調査費 

  図書購入費 

  資料作成費 

 

通信費 

雑費 

 

アンケート調査、データ集計等、外部に委託する場合の経費 

書籍、文献等の購入費 

写真、ディスク等、記録媒体の経費 

印刷、複写費（調査票、集計表等の印刷費、書類の複写費等） 

切手代等 

コンピューター借用料、データ処理費等 IT関連費用 

学会参加費、翻訳料、調査対象者への贈呈品、 

機器備品の保守管理費、その他の経費 

 

９．個人情報に関する事項 

１）ご提出いただいた個人情報は、本学術研究助成事業以外には使用いたしません。   


